
鹿児島県　グループホームてんとうむし 評価確定日　平成25年7月9日
（調査様式１）

１．　自己評価及び外部評価結果 作成日

【事業所概要(事業所記入)】 【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

０９９５－４７－４６７２

【評価機関概要(評価機関記入)】

【外部評価で確認した事業所の優れている点，工夫点（評価機関記入）】

平成25年7月7日

事業所番号

評価機関名

基本情報リンク先URL http://www.kaigokensaku.jp/46/index.php

法　人　名

平成25年4月16日

開設者の住まいを改装したホームが基本でありホームの中も家庭的な雰囲
気である。又、のどかな田園風景が広がり近所には地域の運動会が行われ
る芝生の公園があり毎日近所の老人クラブの方々がゲートボール・グラン
ドゴルフ等行っておられる姿や声が聞こえている。近所の保育園の送迎車
への乗降場所にもなっており小さな子供の声が聞こえホームの中からもそ
の姿が見えている。普段から地域の方との交流もあり野菜をもらったり、
老人クラブの会合に出席して説明をしたりしている。霧島市独自のケアラ
イフ・サポートワーカーとしてまちかど介護相談所を置き地域に貢献でき
るホームである。ホーム内の行事に地域の方も来ていただけるように計画
したり、他のホームの行事に呼んでもらったりしてホーム内だけに閉じこ
もらないように心がけており、些細なことでも利用者が喜んで下さるよう
に頑張っております。

有限会社　グッドライフ

自己評価作成日

○設置者の住居を改装した建物で、周囲に田んぼ、畑、公園、住宅があり、地域
にとけこんだ施設は、まさに「我が家」的な風合いである。施設内も家庭的な雰
囲気を大切にしている。

○地域との交流が盛んで、行事の参加はもとより、隣接する公園を利用するグラ
ンドゴルフを行う方や保育園児等、地域の方々と日常的にふれあっている。時に
は近隣の方から野菜の差し入れをいただいたり、事業所はまちかど介護相談所を
置き、地域に貢献している。地域、利用者、利用者の家族、スタッフの調和がう
まくはかられ、運営サービスに反映されている。

○穏やかに安心して暮らせる環境作りに力を入れ、利用者本位のサービスに努め
るという管理者の意向が職員の間にも十分浸透しており、チームワークの良いケ
アの実践が図られている。また、施設内及び外部の研修に積極的に参加して、
サービスの質の向上に努めている。

所在地

訪問調査日

（電 話）

特定非営利活動法人　福祉２１かごしま

※事業所の基本情報は，介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧し
てください。

4671200378

所　在　地

鹿児島市真砂町54番15号

平成25年5月23日

グループホーム　てんとうむし事 業 所 名

霧島市　国分　上井　９０３－２

特定非営利活動法人　福祉２１かごしま
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員はそ
の理念を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう 事業所自体が地域の一

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

地域の行事に参加したり運営推
進会議に地域の代表の方に出席
してもらったりしている。又、
５月にはホームの行事を公園で
実施し地域の方も来れるように

地域社会と共にという地域密着を理念
として、利用者･家族･スタッフが協力
しながら運営している。理念は玄関や
事務所に掲げられており、来訪者への
周知とスタッフが随時確認しあうこと
で日々のケアへの実践につなげてい
る。

設置者の生まれ育った地域に開設して
いるため、地域の特性をよく理解し、
地域とのつながりを大切にしている。
夏祭りや運動会、清掃作業など地域行
事に積極的に参加し、近隣の方からは

常的 農作物や オ 差 れが

1

2

1

2

ホームの名前と法人の名前の由
来がそのまま理念になってい
る。スタッフの採用時は理念を
説明するほか採用後も他のス
タッフにも時々確認している

Ⅰ．理念に基づく運営

続けられるよう，事業所自体が地域の一
員として日常的に交流している

○事業所の力を生かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を、地
域の人々に向けて生かしている。

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につい
て報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

運営推進会議は２カ月に一回
行っている。その際、行事報告
や自己評価外部評価等は必ず全
家族に渡しおり、会議内でも出
席者に意見を聞いたりアドバイ
スをもとめている。

実施し地域の方も来れるように
公民会長さんにもお願いしてい
るところである。

日常的に農作物やタオルの差し入れが
あるなど地域の一員として交流が図ら
れている。

2ヶ月に1回定期的に開催され、行政･地
域包括センター･家族･民生委員･公民館
長等の各種代表者に参加していただ
き、事業所の運営状況や行事の報告を
すると共に、出席者から意見や要望を
出してもらい、サービスの質の向上に
つなげている。栄養士から献立の評価
やアドバイズをいただくこともある。
会議の内容は文書にして家族へ報告し
ている。

4

霧島市のライフサポートワー
カーの研修を修了しまちかど相
談所になったり、地域の方々に
対して包括支援センターととも
に私のアルバムの広報活動をし
たりしている。

3

3

1 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホームてんとうむし 評価確定日　平成25年7月9日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連携を密に取
り，事業所の実情やケアサービスの取り
組みを積極的に伝えながら，協力関係を
築くように取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密着
型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており，玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる。

身体拘束の排除については、スタッフ
全員で日常的に取り組んでおり、玄関
や窓に施錠をせず、出入りの自由な解
放的な環境となっている。また、言葉
による拘束にも配慮したケアを心がけ
ている。拘束の必要が発生した場合、
スタッフや家族で話し合い、家族の同
意を得て、最小限の期間を設けてい
る。

5

5

運営推進会議に出席していただ
いたり提出書類等も郵送ではな
くなるべく持っていき会話の機
会をもつようにしている。

4

6

ホームの環境が開放的であり訪
問者も同様な感想を言って下
さっている。日頃から玄関やそ
の他の出入り口の施錠はせず訪
問者も玄関を開けて入って来ら
れている。

各種研修会やフォーラム、会議に参加
する機会に行政担当者と情報交換をし
ている。また、空床などの利用状況を
伝えたり、できるだけ直接窓口に出向
いて、ケアに関する相談や事務手続き
での助言、指導を受けるなど、密な連
携を図っている。

拘束をしないケアに取り組んでいる。

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされること
がないよう注意を払い、防止に努めてい
る

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している。

8
機会があれば研修会や勉強会に
出席して勉強の機会をもうけて
いる。

7

機会があれば研修会や勉強会に
行き勉強する機会を取るように
している。日頃も利用者に対す
る会話についても注意しあった
りして気をつけている。

2 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホームてんとうむし 評価確定日　平成25年7月9日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際は、
利用者や家族の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図ってい
る。

○運営に関する利用者、家族等意見の反
映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている。

9

10

玄関に意見箱を設置している。
家族会ではアンケートを書いて
もらったり時には都合のつくご
家族には運営推進会議に出席し
てもらったりしている。

日頃より利用者やその家族が意見や要
望を自由に出せる関係つくりに心がけ
ている。出された意見や要望は、ス
タッフ、時には利用者を交えた話し合
いの中で検討し、サービス向上につな
げている。

利用時には契約書や重要事項説
明書をもとに説明をしている。
その中にも契約の終了等の事項
もあり家族の聞きたいこと確認
をしたいこと等も尋ねている。

6

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ
せている。

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、給与水準、労
働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている。

スタッフの勤務希望のほとんど
をくんだ勤務表を作ったり能力
に応じた給与、時間等働きやす
い環境をつくっている。

管理者は、スタッフとの関係がより良
いものでないと良いケアは出来ない、
との信念を持って、職員の考えは丁寧
に聞き取り、改善、工夫を図ってい
る。また、公平性を重視し、一部の意
見に偏らないように配慮している。

11 7

毎月行っている職員会議におい
てスタッフからの要望や意見を
聞き可能なかぎり対応してい
る。

12

3 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホームてんとうむし 評価確定日　平成25年7月9日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し、法人内外の
研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取り
組みをしている

各種研修会に参加させ情報交換
や人脈つくりができるようにし
ている。他施設の研修会に行っ
たり行事に参加させてもらった
りしてホームにとじこもらない
ようにしている

14

13

施設外研修は研修日にあわせて
勤務を組むなどの配慮をしてい
る。資格取得をめざしている職
員には勤務を融通して勉強しや
すいように配慮している

4 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホームてんとうむし 評価確定日　平成25年7月9日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

入居前には家族が納得されるま
で何回も話を聞くようにしてい
る。またホームで対応できるこ
と出来ないことをはっきりと示
し誤解のないように努めている

15

入居前の面接では家族はもちろ
ん本人と話す時間を多くもち本
人の思いを聞くように心がけて
いる。

16

めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要として
いる支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の関
係を築いている

事前に面接を行い入居者の生活
状況、心身の状況を把握するよ
うにしその上での優先課題を支
援するようにしている。又状況
によっては病院や他の施設を紹
介することもある

17

18
時には一緒に作業をしたり手
伝ってもらったりしてお互いに
協働しながら生活している

5 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホームてんとうむし 評価確定日　平成25年7月9日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○本人と共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を介護される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にしな
がら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよう、
支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

友人、知人の面会は随時受け入れてお
り、馴染みの美容室やスーパーに行く
希望に対しても、職員が同行して可能
な限り叶えており、関係の継続に向け
て支援している。

19

行事の時は家族に支援をお願い
したり家族も一緒に参加をして
もらったりして家族と本人の関
係が保ちながら支援している

20 8
入居前のお友達や知り合いの訪
問は制限していない。

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

　サービス利用〈契約〉が終了しても、
これまでの関係性を大切にしながら、必
要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

入院されている方は時々様子を
見に行ったり家族にその時の状
況を報告したり報告をもらった
りしている。

21

食事の時の席はお互いの相性を
考えて決めたりしている。時に
は利用者同士が助け合ったり慰
めあったりすることも多い

22

6 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホームてんとうむし 評価確定日　平成25年7月9日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活暦や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている

○暮ら 現状 把握

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23

おだやかに安心して暮らせる環境づく
りを目標に、日頃のケアの中で利用者
との対話や素振りから、思いや希望等
の把握に努め、家族とも連携を図りな
がら、可能な限り利用者本位の支援を
行っている。

24

入居時は本人と家族の想いを十
分に聞くようにしているコミ
ニュケーションのとれない方は
今までの生活歴や趣味等家族か
ら聞きながら把握に努めている

9

情報提供書やサマリー等の情報
や家族や本人からの聞き取り等
で把握に努めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る

○チームでつくる介護計画とモニタリン
グ

　本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必要
な関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映し、現状に即した介護
計画を作成している

25

1026

職員会議内でサービス担当者会
議を開いている。家族の面会時
には家族の希望や思いを確認し
て計画を作成している

３ヶ月毎にモニタリングを実施し、本
人・家族・スタッフの意見や希望を取
り入れながら介護計画を作成してい
る。また、変更の必要が生じた場合は
協議して、現状に即した計画を作成
し、随時見直しを行っている。

入居前の生活の様子や入居後の
生活の様子を観察しながら本人
の状態を把握している

7 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホームてんとうむし 評価確定日　平成25年7月9日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間で
情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多
機能化
　本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービスに
捉われない、柔軟な支援やサービスの多
機能化に取り組んでいる

27

個々の記録ファイルを作り日
中、夜間帯に分けて日常の様子
や状態の変化を記録し勤務交代
時に申し送っている。記録の積
み重ねで変化する状態にあわせ
見直している。

それぞれの利用者や家族のその
時の思いを大切にしながら生活
保護の方を受け入れたり外部の
マッサージのサービスを受け入
れたりしている。

28

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らし方を支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と事
業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

本人・家族の希望を大切にし、入居前
からのかかりつけ医の継続が多い。定
期的な往診もあり、利用者の受診経過
は記録している。外来受診は基本的に
は家族に同行していただくが、出来な
い場合は職員が同行し、その結果等は
密に家族に報告している。

ボランティアの音楽療法を受け
入れたり外部マッサージを受け
入れたりしながら楽しめるよう
にしている。

30 11

入居前からのかかりつけ医に定
期的に往診に来ていただいたり
必要時には受診に行ったりして
いる。

29
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鹿児島県　グループホームてんとうむし 評価確定日　平成25年7月9日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職員
や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の
利用者が適切な受診や看護を受けられる
ように支援している

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に退
院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。または、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づく
りを行っている

31

32

利用者の訴えや身体の状況を記
録し往診時に相談し助言をもら
い必要に応じて専門の医療を受
診できるように支援している。

ホームに看護師はいないが往診
の前には必ず病院から様子伺い
の連絡が入るため状態を報告を
している。

りを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

　重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人や家族等と話し
合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備えて、
すべての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付けて
いる

34

緊急時対応マニュアルをすぐに
見れる場所に置いておきＡＥＤ
の使用方法の勉強会を開いたり
してしている。

12

看取りに対する事業所としての対応
は、利用者・家族に入所時に説明し、
重要事項で確認、同意を得ている。重
度化が懸念される場合は、再度利用
者・家族・かかりつけ医・スタッフ等
で話し合い、共通理解をもって、可能
な支援に取り組む方針である。

入居時に終末期について説明し
て重度化しそうな時には前もっ
てかかりつけ医・本人・家族と
話し合い方針を決めて医療・家
族・介護で支援していけるよう
にしている。

33

9 特定非営利活動法人　福祉２１かごしま



鹿児島県　グループホームてんとうむし 評価確定日　平成25年7月9日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全職
員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

35 13

年２回の避難訓練は昼と夜間を
想定した訓練と行っている。通
報システム等の操作は新人を対
象にし全員が理解できるように
している非常ベルの設置もして
あり地域の協力を得られるよう
にしている。

地域の人も参加して、年２回の避難訓
練を実施している。地域の方には、緊
急時を想定して、施設の間取りの見学
や車いすの操作実習も行っている。非
常時の備蓄として、食材・米・カセッ
トコンロ・懐中電灯などを準備してい
る。
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鹿児島県　グループホームてんとうむし 評価確定日　平成25年7月9日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応を
している

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり、自己決定できるように働きかけ
ている

○ そ 人らし 暮らし

対象者に応じた声かけをすると
ともに個別の身体介護を行う際
には他者から見えないようにケ
アしている

人としての尊厳を尊重し、プライバ
シー保護については、日常のケアの中
で言葉遣いや対応の方法等十分留意し
ている。研修も行い、利用者にとって
最も良い介護の仕方を話し合ったり、
確認し合っている。

14

37

日頃から会話を多く持ちその人
を理解できるように努めてい
る。質問を言葉ではなくはい。
いいえ。等の短い単語で返事が
出来るように気をつけることも
ある

36

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるよう支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

40

時には利用者のリクエストを聞
いたり食材の準備をしている。
お茶をいれてもらったりテーブ
ルを拭いてもらったりしてい
る。

利用者からメニューの希望を聞いた
り、差し入れの旬の食材を利用した
り、誕生会では管理者手作りの食事で
祝ってあげたり、食事が楽しいものと
なるよう工夫している。また、出来る
利用者は、野菜の下ごしらえやテーブ
ル拭き等、職員と一緒に作業をしてい
る。

本人の拒否があるときには時間
を置いたり言葉かけの方法を考
えたり

39

38

自分で出来る人は好きな服を自
由に着ていただいている。

15
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鹿児島県　グループホームてんとうむし 評価確定日　平成25年7月9日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとり
の状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

　口の中の臭いや汚れが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人の
力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、

42

41

43 16

毎食後の口腔ケアを行い必要に
応じて歯科受診をしたりしてい
る。

各個人のカルテ等に食事の摂取
量や水分摂取量を記録し本人の
状態の把握に努めている。

個々の状態によって時間を決め
てトイレへの誘導をしたり排便
パターンによってはトイレに座

排泄については、排泄チェック表でパ
ターンを把握してトイレ誘導を行い、
可能な限り自立に向けた支援に努めて

る 人ひとりに目を配り 便秘
　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン、習慣
を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立に向けた支援を行っている

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲
食物の工夫や運動への働きかけ等、個々
に応じた予防に取り組んでいる

43 16

44

牛乳を飲んでもらったりヨーグ
ルトを食べてもらったりすると
ともに腹部をマッサージしたり
したりしている。

パタ ンによってはトイレに座
る時間を調整したりしてなるべ
くトイレで排泄できるようにし
ている。

いる。一人ひとりに目を配り、便秘の
調整に取り組んだり、放尿癖のある利
用者の心身の安定にも取り組み、改善
がみられている。
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鹿児島県　グループホームてんとうむし 評価確定日　平成25年7月9日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合
で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援している

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気持
ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や

特に日中は食堂に居なければな
らないことはなく自室で横に
なったり自室でテレビや新聞を
読んだり自由にされている。

47

46

1745

薬の説明書はカルテに綴じてあ
りいつでも確認できるように
なっている 特に薬が変わった

おおむね一日おきの入浴をして
いただいているが汚染等あった
時には随時入浴を実施してい
る。拒否等あった時は時間や声
かけするスタッフを変えたりし
ながら入ってもらっている。

基本的には隔日の入浴支援であるが、
必要性や希望によっていつでも入浴で
きる態勢をとっている。入浴を拒まれ
る方には、無理強いはせず、時間をお
いて声かけをしたり担当スタッフを変
えたり、足浴に変更したり、個々に応
じた入浴支援をしている。

使 薬 目
副作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活暦や力を活か
した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるように支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地域
の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

18

47

48

49

なっている。特に薬が変わった
時等は申し送り等にも記載し把
握できるようにしている。

好きなＣＤをかけたり家族をよ
んで一緒に誕生会を開いたりコ
ンサート、もちつきに呼ばれた
り皆でつわをむいたりして支援
している。

花見のドライブ、初詣、買い
物、公園、近所の神社への散
歩、等希望に添えるように実施
している。昨年は鹿児島市に歌
謡コンサートを見にも行き喜び
を見いだせるように支援してい
る。

施設の庭に季節の花々が植えられ、お
天気の良い時は、庭や施設の周辺を気
軽に散策し、外気浴を楽しんでいる。
希望があれば、歌謡コンサートに連れ
て行ったり、水族館や神社参りなど家
族の協力も得て、利用者の楽しみにつ
ながる外出支援をしている。
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鹿児島県　グループホームてんとうむし 評価確定日　平成25年7月9日

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援している

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関 廊下 居間 台
食堂のテーブルには季節の花を

玄関やリビング等には、季節の花や利
用者手作りの作品が飾られ、メダカが

51

50

家族から電話がかかってきたら
必ず本人に代わり直接お話しし
ていただいている。特に制限は
していない。

小額のお金を所持されている方
もいらっしゃいます。特に強制
してお金の所持を禁止している
ことはない。

　共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用者
にとって不快や混乱を招くような刺激
（音、光、色、広さ、湿度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせ
るような居場所の工夫をしている

食 節
飾ったり家族からいただいたメ
ダカを置いたりしている。温度
計・湿度計で室内環境を調整し
たりして快適に過ごせるように
配慮している。

泳ぐ水槽があり、気分を和ませてくれ
る。タタミ敷きのスペースもあり、利
用者は好みの場所で語らい、ゆったり
と過ごしている。転倒防止の手すりの
設置や採光・換気の調整など、快適な
環境作りに努め、居心地の良い空間と
なっている。

52

53

廊下にソファーを置いてありそ
こで利用者同士が語り合ったり
自室でゆっくりラジオを聞いた
り横になったりして過ごしてお
られます。

19
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地よ
く過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境
づくり

　建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安全
かつできるだけ自立した生活が送れるよ
うに工夫している

55

20

室内の荷物のほとんどは自宅か
らの持ち込みで家具の配置等は
入居の際家族が置かれている。
身体の状況の変化によっては本
人の同意を得て配置を検討して
いる。

各自それぞれ好みの物、使い慣れた物
を持ち込んでもらい、本人・家族の意
向を大切にして、その人らしい居心地
の良い居室づくりをしている。各居室
は窓が大きくとられ明るく、異臭も全
くない快適な環境となっている。

室内での転倒防止のための手す
りを置き本人の出来ることが継
続していけるようにしたりして
いる。

54
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鹿児島県　グループホームてんとうむし 事業所自己評価

1 ほぼ全ての利用者の

　　○ 2 利用者の2/3くらいの

3 利用者の1/3くらいの

4 ほとんど掴んでいない

　　○ 1 毎日ある

2 数日に１回程度ある

3 たまにある

4 ほとんどない

　　○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

　　○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

1 ほぼ全ての利用者が

　　○ 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

57

58

59

56

Ⅴ　アウトカム項目

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿が見られて
いる。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。
（参考項目：49）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

60
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1 ほぼ全ての利用者が

　　○ 2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

　　○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

　　○ 1 ほぼ全ての家族と

2 家族の2/3くらいと

3 家族の1/3くらいと

4 ほとんどできていない

1 ほぼ毎日のように

2 数日に１回程度ある

　　○ 3 たまに

4 ほとんどない

　　○ 1 大いに増えている

2 少しずつ増えている

3 あまり増えていない

4 全くいない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る。
（参考項目：9,10,19）

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく
聴いており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により安心して
暮らせている。
（参考項目：28）

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）
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　　○ 1 ほぼ全ての職員が

2 職員の2/3くらいが

3 職員の1/3くらいが

4 ほとんどいない

　　○ 1 ほぼ全ての利用者が

2 利用者の2/3くらいが

3 利用者の1/3くらいが

4 ほとんどいない

　　○ 1 ほぼ全ての家族等が

2 家族等の2/3くらいが

3 家族等の1/3くらいが

4 ほとんどいない

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると
思う。

66
職員は，活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う。
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